












 

令和７年中の火災・救急状況 
＜令和７年１月１日から令和７年１月 31 日まで＞ 

※数値は速報値であり、確定値ではありません。 

 

■ 区内の火災発生状況（１月） 

・１月 13 日（月）磯子区峰町   その他の火災 

   ・１月 22 日（水）磯子区新磯子町 建物火災 

   ・１月 24 日（金）磯子区中原   建物火災 

   ・１月 28 日（火）磯子区新杉田町 その他の火災 

   ・１月 31 日（金）磯子区岡村   建物火災 

■ 区内の火災件数等 

 

 令和６年 令和７年 増減 

火災件数 １件 ５件 ４件 

種別 

建物 １件 ３件  ２件 

車両 ０件 ０件 ０件 

その他 ０件 ２件 ２件 

焼損床面積 ０㎡ ０㎡ ０㎡ 

死者数 ０人 ０人 ０人 

負傷者数 ０人 ０人 ０人 

 

■ 市内の火災件数等 
 

 令和６年 令和７年 増減 

火災件数 55 件  88 件  33 件  

種別 

建物 35 件  57 件     22 件  

車両 ４件  ７件  ３件  

その他 16 件  24 件  ８件  

焼損床面積 818 ㎡  1,084 ㎡  266 ㎡  

死者数 ４人    ３人  △１人  

負傷者数 ９人  16 人  ７人  
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■ 区内・市内の救急件数    

  ・区内 1,021 件（昨年比 △62 件）・市内 23,121 件（昨年比 △71 件） 

 
  

 

 
 

 

放火火災を予防しましょう！ 

令和６年の横浜市の火災の原因は、第一位が放火でした。放火は、夕方から深夜にかけて多く発生す

るという特徴があります。「放火されない、放火させない環境」を地域ぐるみで作り、放火火災を予防し

ましょう。 

【放火火災の傾向】  

夕方から深夜に、自転車やバイクの車両カバーに火をつけたり、家の周りの燃えやすい物や、夜間にゴミ置き

場に出されたゴミなどに火をつけられた事例が多数発生しています。 

【５つの放火火災の防止対策】 

① 新聞、雑誌、ダンボールなどの燃えやすいものを家の周囲に置かない、不用品等は整理整頓して物置等

に保管しましょう。 

② 窓、ドア、門扉、通用口、車庫、物置等は必ず施錠するようにしましょう。 

③ 車などのカバーは防炎製品を使用するようにしましょう。 

④ 家の周りは照明等を点灯し、死角を作らないようにしましょう。 

⑤ ゴミは、決められた時間や場所に出すようにしましょう。 

 

上記注意点を地域の皆さんと共有し、「放火されない、放火させない環境」をつくりましょう！ 

 

～区内月別救急件数～ 

よこはま防災 e パーク内の短時間動画で、放火防

止対策についてさらに詳しく学ぶことができま

よこはま防災 e-パーク 

二次元コード 

よこはま防災 e-パークトップ画面 

（スマートフォン） 
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地区連合町内会長 様 

自治会町内会長  様 

 

磯子消防署総務・予防課長 

 

消防出張所の機構改革について【情報提供】 

 

 

１ 事業の趣旨 

  消防出張所のマネジメント体制及び警防体制の強化を図るため、令和７年度から磯子消

防署消防出張所の体制を変更します。 

  つきましては、会長様をはじめ、役員の方などへ情報提供をお願いします。 

 

２ お願いしたいこと 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を配布します。定例会等で情報提供をお願いします。 

 

３ 配付資料 

  消防出張所の機構改革について【事業説明】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     担当：磯子消防署総務・予防課 谷本 

                    電話/FAX：753-0119 

                                      E-mail：sy-isogo-sy@city.yokohama.lg.jp 

 

 



 

消防出張所の機構改革について【事業説明】 

１ 事業の趣旨 

消防出張所のマネジメント体制及び警防体制の強化を図るため、令和６年度から令和９年

度までの４か年をかけて、市内 78 消防出張所の体制を変更します。 

２ 機構改革の概要等 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

３ 機構改革の主なポイント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

 
(1) 概要 

これまで消防出張所に配置していた「消防出張所長（係長級）」を、「消防出張所第
一係長」、「消防出張所第二係長」へ見直し、当直勤務の係長級（責任職）２名を配置
します。 

また、豊富な経験を有した地域担当の職員（毎日勤務）を１名配置します。 
 

(2) 対象 
令和６年度は、鶴見、神奈川、西、中、南、港南消防署の消防出張所を対象として

実施しています。 
  令和７年度は、保土ケ谷、旭、磯子消防署の消防出張所を対象として実施します。 

【ポイント①】係長級（責任職）による 24 時間体制の構築 
 

Ⅰ 消防出張所のマネジメント体制の強化 
夜間や土日祝日においても係長級（責任職）による対応が可能となり、職員の人材育

成（部隊訓練や立入検査など）をより一層推進することで、安全・安心を実感できる街
づくりを進めていきます。 

 
Ⅱ 出張所部隊の災害対応力の強化 

出張所の消防隊等の隊長を係長（責任職）が担うことで、更なる消防隊等の災害対応
力の強化を図ります。 
 

 
【ポイント②】豊富な経験を有した毎日勤務の職員（地域担当）を配置 
 
Ⅲ 地域・企業等の相談等窓口 

出張所の消防隊等が災害出場中や訓練等で不在の場合は、豊富な経験を有した地域
担当の職員（毎日勤務）が、現行と変わらず消防出張所の窓口対応を行います。 

【ポイント③】地域・企業等の防災指導、消防団活動の対応 
 
Ⅳ 地域、企業等の防災指導等の強化 

地域・企業等への防災指導、訓練等は、これまでの消防出張所長が中心となる対応か
ら、消防出張所第一係長・第二係長のマネジメントのもと、係（消防隊等）一体となっ
た対応が可能となります。 

 
Ⅴ 消防団関連事務の強化 

訓練から実災害まで、出張所の消防隊等と消防団の顔の見える関係が構築されるこ
とで連携が強化されます。 

磯 子 区 連 合 町 内 会 長 会 資 料 
令 和 ７ 年 ２ 月 1 7 日 
磯 子 消 防 署 
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担当：磯子消防署総務・予防課  谷本 

                                         電話・Fax：753-0119  

E-mail：sy-isogo-sy@city.yokohama.lg.jp 



 

 

GREEN×EXPO 2027 開催２年前シンポジウムの実施について【情報提供】 

１ 趣旨   

開催２年前（３月 19 日）を迎えるにあたり、GREEN×EXPO 2027 の意義を市民の皆様にご

理解いただくため、シンポジウムを実施します。気候変動など地球規模の課題に対して

GREEN×EXPO が果たす役割や、環境と共生し、自然・人・社会がともに持続するための方策な

どについて議論します。是非ご参加ください。 

２ お願いしたいこと 

 【区 連 長】ご承知おきください。 

 【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

 【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

３ 開催概要 

(1） 日時 

令和７年３月９日（日）15 時から 17 時まで（14 時半 開場予定）※参加費は無料です。 

(2) 会場 

関東学院大学 横浜・関内キャンパス テンネー記念ホール 

(3) 内容 

ア テーマ 

    GREEN×EXPO から変わる ～環境と共に生きるということ～ 

イ 登壇者（敬称略） 

(ｱ) 開会挨拶 

 山中 竹春 横浜市長 

(ｲ) 基調講演 

         吉高 まり （公社）２０２７年国際園芸博覧会協会 理事 

三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング（株）フェロー（サステナビリティ） 

(ｳ) パネルディスカッション 

       ・コーディネーター 

吉高 まり 

・パネリスト（順不同） 

江守 正多  東京大学未来ビジョン研究センター 教授 

佐藤 留美  特定非営利活動法人 NPO birth 事務局長 

五十嵐 康之 横浜市脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 担当理事 

４ 申込方法 

  ウェブページ（市電子申請・届出システム）または FAX によりお申し込みいただけます。 

  申込期間：２月 12 日から３月７日 17 時まで 

 

 

 

市 連 会 ２ 月 定 例 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ２ 日 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課  

担 当：佐藤、長門、晴山 

連絡先：Tel 671-4627 

メール：da-greenexpo@city.yokohama.lg.jp 

お申し込みは 

こちらから→ 

























＜裏面あり＞ 
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自治会町内会長   様 

広報配布団体代表者 様 

磯子区区政推進課長 

 

 

「広報よこはま」等の配布謝金支払に係る書類提出について【事務連絡（周知依頼）】 

 

１ 趣旨 

「広報よこはま」等の配布にご協力いただき、厚くお礼申し上げます。令和６年度広報配布謝金

（下半期分）の支払のため、下記書類のご提出をお願いいたします。 

 

２ お願いしたいこと 

  【地区連長】定例会等で周知をお願いします。 

  【単位会長】単位会長あて資料を送付しますので、下記書類のご提出をお願いします。 

 

３ 提出書類 

「広報よこはま等 配布報告書」 ※様式はホームページからダウンロードできます。 

【ホームページ】https://www.city.yokohama.lg.jp/isogo/kusei/koho/koho_isogo/youshiki.html 

 

４ 提出期限  

令和７年３月７日（金） 

※ 期限を過ぎた場合は、支払ができなくなることがありますのでご注意ください。 

 

５ 配布謝金 

  支払金額は、次の単価に配布部数を乗じた金額になります。 

なお、振込時の摘要欄には「コウホウ」と入力してお支払いします。 

（１）広報よこはま          ９円 （10 月号～３月号） 

（２）県のたより           ８円 （10 月号～３月号） 

（３）ヨコハマ議会だより       ４円 （12 月号と２月号） 

 

【配送部数】区役所（配送業者）から貴団体に配送した部数（１種類あたりの部数） 

 10 月号 11 月号 12 月号 １月号 ２月号 ３月号 

配送部数       

 

※区役所から各自治会町内会へ配送した部数が印字されます 



６ 記入・提出に当たってのお願い 

（１）記載方法 

同封の「書き方見本」を必ずご一読ください。 

提出書類の記載にあたっては、消せるボールペン、鉛筆は使用しないでください。 

 

（２）押印の要否 

配布報告書への押印は不要です。一度記入した内容を訂正する場合は訂正印が必要です。 

  

（３）部数 

区役所から貴団体へ配送している部数は、表面の【配送部数】のとおりです。 

そのため、配布報告書に記載いただく実配布部数が、この数を超えることはありません。 

 

（４）提出方法 

郵送（同封の返信用封筒をご利用ください）または 

E メール（is-kouhou@city.yokohama.lg.jp）でお願いします。 

ただし、提出書類に一か所でも押印されている場合には郵送でお願いします。 

 

※令和６年度上半期の広報配布謝金をお支払いした際の口座から変更がある場合は、 

担当までご連絡ください。 

 

 

担当：区政推進課広報相談係 青木、小林、鈴木 

電話：750－2335 FAX：750－2532 

E メール：is-kouhou@city.yokohama.lg.jp 

 



横浜市磯子区長

※網掛け部分にご記入ください。

※訂正がある場合には二重線で抹消し、訂正印を押印ください。

＜部数報告＞

10月号 11月号 12月号
(議会だよりあり)

１月号 ２月号
(議会だよりあり)

実配布部数

（実際にお配りいた
だいた部数です。

予備は含みません）

＜報告者＞

団体名称

報告者 名前

住所

電話番号

※報告書の押印は不要となりました（訂正する場合は訂正印を押印してください）

＜報告日＞
令和７年　3月　１日

※この書類を記入した日をお書きください。（２月末日に配送する３月号配布完了後）

お願い：配送日前の日付は記入しないでください

３月号

いそご自治会

　　　磯子　三郎　 
代表者
または

広報配布担当者
磯子区磯子３－５－１

７５０－２３３5

広報よこはま等 配布報告書

　「広報よこはま」、「県のたより」及び「ヨコハマ議会だより」を次のとおり配布しました
ので、報告します。

令和６年10月　～　令和７年３月

※見本です。

通知文に、区役所からの配送部数が記載してあります。

確認後、実配布部数を記入し、提出してください。



   

磯 政 第 9 3 6 号 

令和７年２月 17 日 

自治会・町内会長 様 

広報配布団体代表者 様 

 

 横浜市磯子区長     高橋 功 

 横浜市政策経営局長   松浦 淳 

横浜市議会局長     豊 基信 

 

広報紙の配布について（依頼） 

 

 

日ごろから市政・区政に対して多大な御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

横浜市では、市政に関する情報や市会定例会などの情報を各世帯にお届けする広報媒

体として、「広報よこはま」と「ヨコハマ議会だより」を発行しています。 

市民の皆様の暮らしに関わる重要な情報等を掲載するこれらの広報紙を、広く市民の

皆様にお届けするため、これまで、自治会・町内会の皆様の多大なる御協力をいただき

ながら、配布を行ってまいりました。皆様の御協力により、市内の多くの世帯へ高い配

布率で配布ができております。改めて、お礼を申し上げます。 

つきましては、令和７年度におかれましても、各世帯への配布に御協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

 

１ 広報紙の配布について 

(1) 広報紙概要  ※謝金額は令和７年度予算議決後に確定します。 

広報紙名 発行月 謝金額（１部あたり） 

「広報よこはま」 毎月 ９円 

「県のたより」 毎月 ８円 

「ヨコハマ議会だより」 
令和７年５月、８月、12 月
令和８年２月 ４円 

(2) 配布先 

貴団体に加入している世帯 

※未加入の世帯にもお配りくださいますよう特段の御配慮をお願い申し上げます。 

(3) 配布時期 

毎月１日～10 日までの間に各世帯へ配布してください。 

(4) 本市から貴団体へお届けする期日と部数 

毎月末日の前日までに、配送業者を通じて貴団体の配布担当者へ、あらかじめお

申し出いただいている部数をお届けします。 

（令和８年１月号は、令和７年 12 月 29 日までにお届けします。） 

 

 
裏面あり 



   

(5) 配布謝金の支払い 

実際にお配りいただいた部数に基づいて、各団体宛に年度内に２回（令和７年 10

月と令和８年３月）お支払いします。 

 

２ 配布担当者や部数などの変更連絡先について 

    磯子区区政推進課広報相談係 ℡750-2335 FAX750-2532 

※年度途中での変更については、毎月 10 日までに御連絡いただければ、翌月分の

配布に間に合います。（当該事項は新たに配布担当者になられた方へ引き継いでく

ださいますようお願いします。） 

 

３ その他 

(1) 自治会町内会活動として広報紙を配布している時に、万一事故で負傷した場合

は、横浜市が実施する市民活動保険の対象となる場合があります。広報紙配布中に

事故等に遭われたときは、区役所総務課庶務係に御相談ください。 

※報酬を配布担当の御本人が受け取る場合は、市民活動保険の対象にはなりません。 

(2) 各区社会福祉協議会などの公共的団体から、市民の皆様に広くお配りしたい会

報などについて、広報よこはまと同様に配布の依頼がある場合がございます。その

場合は、特段の御配慮をお願い申し上げます。 

(3) 配布員が確保できないなど、毎月の配布業務にお困りの場合には、民間事業者に

よるポスティングへの切替えに関する御相談も承っていますので、お住まいの区の

区役所広報相談係まで御連絡ください。 

(4) 令和７年度も、紙面にて自治会町内会の活動を紹介することを予定しています。

自治会町内会の加入促進にも御活用いただければと存じますので、未加入世帯へ

の配布に特段の御配慮をいただきますようお願い申し上げます。また、各自治会町

内会の区域内にあります、グループホームなどの施設から広報紙の配布の依頼が

ありましたら、配布について御配慮くださいますようお願いいたします。 

 

 

担当：磯子区区政推進課広報相談係     

℡750-2335 FAX750-2532      

政策経営局広報課 広報紙担当   

℡671-2332 FAX661-2351        

     議会局秘書広報課 広報等担当  

℡671-3040 FAX681-7388        
 



 
 

民生委員・児童委員の負担軽減・活動支援策の取組状況について【報告】 

 
１ 趣旨 

令和７年 12 月の一斉改選に向けた民生委員・児童委員の負担軽減・活動支援策について

は、課題や具体的な取組を一覧にまとめた「ツリー図」（令和６年２月ご説明）に基づいて、

検討や取組を進めています。一斉改選を目前に控え、現時点の取組状況をご報告します。 

 
２ お願いしたいこと 

【 区 連 長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で単位会長の皆様に情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

 

３ 報告事項 

負担軽減や活動支援策のうち、主な取組をご報告します。 
※詳細は「別紙１」をご覧ください。 

課題 取組の方向性 取組状況 

負担軽減 

活動支援 

業務量を軽減する取組 

生活福祉資金借入申込に必要な調査書の作成を、

「原則」民生委員に要請しない運用に見直し。 

（R7.1～） 

就労等により時間に制約があ

る方でも活動がしやすくなる

ための取組 

活動報告書（これまで紙提出のみ）の電子申請シ

ステムでの提出を開始（モデル地区）。希望地区

に展開予定。 

定例会資料のホームページ掲載を開始（一部の区。

欠席者への資料配布作業等を軽減。）。 

未経験の方でも安心して活動

が始められるための取組 

前任者が経験を活かして、新任委員を一定期間サ

ポートする仕組みの導入（R7.12～予定）。 

人材確保 

自治会町内会が候補者を推薦

しやすくするための取組 

一斉改選に向けて、民生委員・児童委員をやって

みませんか？と地域でお声がけいただく際のチラ

シを作成中。 

推薦事務

の改善 

候補者が再任のみの地区推薦準備会は省略可に見

直し。推薦手続き書類の簡素化も検討中。 

 

 
 

市 連 会 ２ 月 定 例 会 説 明 資 料 
令 和 ７ 年 ２ 月 1 2 日 
健 康 福 祉 局 地 域 支 援 課 

担 当：健康福祉局地域支援課 村山 

電 話：045-671-4046 

Ｆ Ａ Ｘ：045-664-3622 

メ ール：kf-chiikishien@city.yokohama.lg.jp 



民生委員・児童委員の負担軽減や活動支援に向けた検討結果について　（令和７年２月現在）

№

4

12

15

※実施予定年度は現時点での予定であり、今後の検討状況によって変更が生じる場合もあります。

活動と生活の
明確な線引き

・民生委員の活動に関する広報の検討
早朝や夜間帯は対応が困難なことなど、民生委員活動への理
解を深めるための広報の充実 R6

「深夜・早朝の訪問や連絡はご遠慮ください」と記載した市民向けの
チラシを18区共通ひな型として作成（一部の区で、配付開始済
み）。今後、各区でも活用予定

・通信手段の検討 業務用携帯電話の導入などの検討 今後取組予定 検討中

14

R６ 実施済

・会費のあり方や徴収方法等の見直しに関する検討
会費のあり方を社協と協議するとともに徴収にかかる集金作業
等の効率化の検討 今後取組予定 検討中

検討中
・活動への周囲の理解
・福祉制度の理解
・仕事との両立
・相談先がない
・委員同士の情報交換
や交流の場がない

地域との連携による
サポート強化

・地域全体での見守り推進（隣近所、組長や班長との
連携、情報共有）の検討

モデル地区で自治会町内会と連携した地域ぐるみの見守りを
試行実施し、成功例を他地区に共有・展開 R7 ・モデル地区で「向こう三軒両隣」で協力し、民生委員だけに頼らな

いゆるやかな見守りの実施に向けて検討中

活動費等の見直し

・活動費の増額
活動費の増額に向けた予算計上
R５：64,200円　⇒　R６：70,200円

11

13

地区民児協の
運営支援

・委員同士の交流や情報交換の機会の検討
・地区会長研修等の充実

民児協事務局と調整しながら交流や情報交換の場、研修な
どを充実 R7

・R7の地区会長研修に意見交換、グループワークを導入予定
・一部の区で、活動に必要な情報を区職員が紹介する「民生委員
向けの出前講座」を実施予定

負担感の軽減

情報共有
・見守り対象者の施設入所、入院等の情報共有の仕組
みを検討

個人情報保護とのバランスを考慮した適切な情報共有の仕組
を検討 今後取組予定

活動の
サポート強化

・新任者向けや困難ケースに関する研修、引継の
チェックリストの作成や充実

民児協事務局と調整しながら実践的な研修を実施 R7
市民児協HPで、先輩委員に聞く民生委員の魅力、先輩委員の本
音トーク！、地域ケアプラザを紹介する「ミニ研修動画」を公開し、今
後も拡充予定

・夜間休日のサポート方法の検討
区役所閉庁時における相談先の案内（ホームページ掲載な
ど）や事例集の充実の検討 今後取組予定 一斉改選に向けて、「民生委員・児童委員、主任児童委員の手

引」、「活動ガイドライン」の改訂及びホームページ掲載を検討中

・市民児協HPで、先輩委員に聞く民生委員の魅力、先輩委員の
本音トーク！、地域ケアプラザを紹介する「ミニ研修動画」を公開し、
今後も拡充予定
・一部の区で定例会資料を区のHPに掲載する運用を開始

補助人員を
導入する

・協力員やサポーター制度の導入の検討
協力員や欠員地区の補助員、一斉改選時の引き継ぎ制度
等、区の実情にあわせて選択できる制度の導入 R7

R7.12一斉改選に向け、協力員（仮称）、バトンタッチサポーター
（仮称）についての意見照会を実施
・新任委員に対して前任者の経験を活かしたサポートをする仕組み
の導入を予定
・協力員制度については引き続き検討

・様々な役割
・会議や研修の多さ
・調査書や報告書作成
・担当世帯数の多さ

依頼業務
の精選

・出席会議の整理 出席会議や各種依頼業務量の照会および削減 R6 一部の区で、行政から出席を依頼する会議について、出席廃止を含
む見直し・整理を実施（R7～）

別紙１

取り組むべき課題 取組の方向性（太枠網掛けは重点的に取り組むもの） 具体的な取組（太枠網掛けは重点的に取り組むもの） 実施予定年度
（※） 取組状況（R7.2現在）

負担軽減・
活動支援

業務の
見直し・効率化

・ひとり暮らし高齢者等「地域で見守り」推進事業の
実施方法の効率化

報告事務等の簡素化・効率化の検討 R7 R8からの簡素化に向け、一部の地区で負担軽減のための取組を試
行実施

・生活福祉資金事務や調査事務の見直しに向けた検討
国・社協への要望（例：活動報告書、事業計画書の簡略
化等） R6 生活福祉資金の貸し付けにかかる調査書の作成について、国・県社

協が「原則」作成を要請しない運用に見直し（R7.1～）

・報告書類のデジタル化（アプリ化）
モデル地区での活動報告書のデジタル化（電子申請）の実
証、全区展開 R7

・モデル地区で月報版の入力フォームを作成して運用中
・日報版の入力フォームや集計用ツールを作成し、R7.12以降、導
入を希望する地区に展開

業務量の軽減
・定例会のオンライン化、研修資料等のアーカイブ化 モデル地区で導入、全区展開 R7

1

2

3

5

6

7

8

9

10



民生委員・児童委員の負担軽減や活動支援に向けた検討結果について　（令和７年２月現在）

№

別紙１

取り組むべき課題 取組の方向性（太枠網掛けは重点的に取り組むもの） 具体的な取組（太枠網掛けは重点的に取り組むもの） 実施予定年度
（※） 取組状況（R7.2現在）

20

※実施予定年度は現時点での予定であり、今後の検討状況によって変更が生じる場合もあります。

「民生委員・児童委員の選任要件に関する検討会」（国）で、居
住要件の緩和について議論されたが、困難等の意見が出され、「一
定の要件を満たす場合に、現職の民生委員が市外に転出後も引き
続き活動することを令和７年中に可能とする」という対応方針が示さ
れている

・再任者も新任者と同
等の書類作成が必要

R7一斉改選に向けて要綱改正作業中

推薦の負担軽減

・推薦時の様式の簡素化 様式の更なる簡素化 R7一斉改選 同上

推薦要件緩和 ・居住要件など推薦要件の緩和の検討
居住要件の特例を市外居住者まで拡大する等、関係機関へ
要望を検討 今後取組予定 21

・高齢化などで担い手
が見つからない

推薦事務
の改善

手続きの簡素化
・再任手続きの簡素化 再任の場合は地区の推薦準備会を省略可能とする R7一斉改選

R6
「民生委員のできること・できないこと」を具体例を入れてわかりやすく
記載した市民向けのチラシを18区共通ひな型として作成（一部の
区で配付開始済み）。今後、各区でも活用予定

・他の委嘱委員に比べ
て特に敬遠される
・民生委員の役割以外
の雑多な相談が寄せら
れる

人材確保
担い手確保の
仕組みづくり

・候補者の新たな発掘先の検討
現役世代の担い手確保に向けた企業への理解促進活動、地
域団体との連携に関する検討 今後取組予定 検討中18

19

人材確保

「民生委員は大変」
というイメージの払拭

・民生委員のやりがいなど魅力を伝える広報
・現任委員のモチベーションアップにつながる広報

民生委員候補者向け、自治会向け等、ターゲット別の広報 R6

・広く民生委員を知ってもらう市民向けのチラシを18区共通ひな型と
して作成（一部の区で配付開始済み）。今後、各区でも活用予
定
・一斉改選に向けて、推薦していただく自治会町内会向けのチラシを
18区共通ひな型として作成中

広報の強化

地域住民との
共通理解

・民生委員として「やれることやれないこと」を整理
した広報物の作成、配布

民生委員の役割を地域住民と共通認識できる広報

16

17









磯子区連合町内会長会資料 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ７ 日 

 

自治会町内会長 様 

 

横浜都市発展記念館 

 

企画展「運河で生きる」の開催について【情報提供】 

 

１ 事業の趣旨 

 横浜都市発展記念館では、横浜の運河の歴史をひもとく企画展「運河で生き

る ～都市を支えた横浜の“河川運河”～」を開催中です。 

つきましては、会長様をはじめ、役員の方など、多くの方のご参加をお待ち

しております。 

 

２ お願いしたいこと 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いし

ます。 

 

３ 企画展の概要 

（１）会 場：横浜都市発展記念館（横浜市中区日本大通 12） 

（２）会 期：令和７年１月 18 日（土）～４月 13 日（日） 

（３）開館時間：9:30～17:00（券売は 16:30 まで） 

（４）休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日） 

（５）観覧料：一般 800 円、小中学生・市内在住 65 歳以上 400 円 

（６）ホームページ：http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/feature.html 

 

４ ご参加いただける方 

 どなたでもご参加いただけます。 

 ３月５日（水）は磯子区民の方は無料です。 

 

 

横浜都市発展記念館 

中区日本大通 12 

担当：青木（副館長）、神谷（広報） 

TEL：（663）2424、FAX：（663）2453 

 

http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/feature.html








〔  　　　　　　　〕消費生活相談電話

横浜市消費生活総合センター

045-845-6666 平　日　9：00 ～ 18：00
土・日　9：00 ～ 16：45

相談事例など暮らしに役立つ情報満載！

□ �市のごみと資源物の分け方・出し方を確認する！
□ ��市以外に不用品の処分を依頼する場合は、
　 �「一般廃棄物収集運搬業許可業者」に依頼する！
　 �（市HPで確認）
□ �見積りや内容に納得ができない場合は、きっぱり

断る！

✓
✓

✓

トラブル防止のポイント

消 情費 報生 活

くくららししナビナビnavi 発行：横浜市消費生活総合センター
“お互いに 一声かけて見守りを！”

月次相談リポート

不用品回収サービスの不用品回収サービスの
トラブルに注意！トラブルに注意！

令和７（2025）年 ３月号

　ネットで「2トントラックに詰め放題４万5千円」という
広告を見て、不用品の回収を依頼したが、作業終了後に
約４０万円を請求された。納得できない。

（相談者：５0歳代 女性）

　不用品回収を依頼する際は、事前に見積りを取り、料金
や作業内容を確認しましょう。
　荷物の量や状態によっては、追加料金が発生する場合も
あるので、広告どおりの金額とは限りません！
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